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歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
長

交
際
費
は
、
支
出
目
的
や
支
出

先
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
だ
れ
も
が
市
長
と
意
見
交

換
が
で
き
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の

真
の
市
民
参
加
を
図
る
姿
勢
が

な
い
こ
と
に
反
対
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
難
病
療
養
見

舞
金
は
ぜ
ん
そ
く
の
対
象
を
重

度
の
み
と
し
た
こ
と
で
、
九
〇

〇
人
の
減
と
な
っ
た
が
、
慢
性

疾
患
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た

市
独
自
策
が
な
く
不
満
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
の
研
修
に
年
二

回
二
人
の
参
加
だ
け
で
は
、
複

雑
化
し
た
事
例
や
制
度
改
正
に

対
応
で
き
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
子
供
の
医
療

費
助
成
制
度
は
中
学
校
卒
業
ま

で
助
成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
中
、
野
田
市
は
お
く
れ
て
お

り
、
せ
め
て
就
学
前
ま
で
の
助

成
制
度
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
ご
み
袋
へ
の
記
名

は
、
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
こ

と
で
や
め
る
べ
き
で
あ
り
、
市

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
対
す

る
認
識
に
異
議
を
唱
え
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
ブ
ラ

ン
ド
米
と
し
て
地
元
産
米
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
の
影
響
を
地

元
が
心
配
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
検
査

結
果
を
公
表
し
理
解

を
得
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
と
良
好
な
関
係

を
つ
く
ろ
う
と
し
な

い
市
の
姿
勢
に
反
対

す
る
。

　

土
木
費
で
は
、
野

田
市
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
は
国
庫
補

助
金
を
返
還
す
る
事

態
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
鉄
道
高
架
事

業
の
推
進
を
減
速
さ

せ
、
土
木
偏
重
と
な
っ
て
い
る

野
田
市
の
財
政
運
営
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
の
耐
震

補
強
事
業
は
一
校
ご
と
に
診
断

・
設
計
・
工
事
と
完
成
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
。

子
供
の
安
全
を
最
優
先
し
た
早

期
完
了
を
目
指
す
取
り
組
み
で

な
か
っ
た
こ
と
に
反
対
す
る
。

移
動
図
書
館
が
廃
止
さ
れ
、
そ

の
分
の
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
。

高
齢
者
や
関
宿
地
域
の
利
用
者

は
予
約
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
は
補

え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

異
議
を
唱
え
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平成18年度各会計決算を認定

歳出総額760億1,585万9千円
　平成１８年度各会計決算については、１０人の
委員で構成する決算審査特別委員会を設置。
９月２０日から３日間にわたり慎重な審査が行
われ、本会議最終日の審議の結果、各会計決
算とも認定されました。

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
病
院
に

行
け
る
よ
う
に
国
に
対
し
て
、

国
庫
負
担
を
元
に
戻
し
、
制
度

の
改
善
を
働
き
か
け
る
の
と
同

時
に
、市
と
し
て
も
、独
自
の
減

免
制
度
を
確
立
す
べ
き
で
あ
り

反
対
す
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

保
険
料
が
見
直
さ
れ
、
被
保

険
者
の
負
担
が
ふ
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
介
護
を
必
要
と
す

る
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ

ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
負
担

だ
け
が
ふ
え
て
サ
ー
ビ
ス
が
抑

制
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
納

得
で
き
ず
反
対
す
る
。

■
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画 現地視察（清水公園駅自由通路　東口）

反
対
討
論

反
対
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
市
債
は
前
年
度

と
比
較
し
五
億
六
三
五
〇
万 

円
、十
四
・
八
六
％
増
と
な
り
、 

平
成
十
八
年
度
末
残
高
は
四
二

六
億
七
一
七
〇
万
五
千
円
、
一

世
帯
当
た
り
七
四
万
五
九
七
〇

円
の
借
金
と
な
っ
て
い
る
。
三

位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ
地

方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
る
と
き
に
、
政
府
の
言
い

な
り
に
事
業
を
進
め
市
債
を
ふ

や
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
だ
な

公
共
事
業
を
見
直
し
、
市
民
の

暮
ら
し
を
し
っ
か
り
守
る
べ
き

と
き
で
あ
り
、
市
債
を
急
増
さ

せ
る
財
政
運
営
に
反
対
す
る
。

決算審査特別委員会

　決算審査特別委員会の委員 

は、次のとおりです。

委 員 長 　　　 野口　義雄
副委員長　　　　小倉　妙子
委　　員
　鶴岡　　潔　　内田　陽一
　中井　洋子　　中村　利久
　舩橋　繁雄　　小俣　文宣
　石原　義雄　　松本　睦男
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整
理
事
業
特
別
会
計

　

一
般
会
計
か
ら
、
総
額
十
二

億
七
五
〇
〇
万
円
も
な
し
崩
し

的
に
繰
り
入
れ
す
る
の
は
問
題

で
あ
る
。ま
た
、市
民
に
状
況
の

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い

の
で
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
市
税
等
の
不
納

欠
損
額
に
つ
い
て
は
特
別
滞
納

整
理
班
に
加
え
、
新
た
に
任
期

付
職
員
六
名
の
採
用
や
差
し
押

さ
え
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
す
る
な
ど
の
税
徴
収
強
化

策
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
七
七
〇
五
万
二
九
五
八
円
の

減
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、市
債

は
発
行
限
度
額
を
設
定
す
る
方

針
を
堅
持
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
に
す
る
こ
と

で
将
来
債
務
の
縮
減
を
担
保
し

て
い
る
点
を
評
価
す
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
指
定
管

理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
十
四
の
公
共
施
設
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
縮
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
各
自
治
会
に
と
っ
て
活
動

の
拠
点
と
な
る
会
館
建
設
の
貴

重
な
財
源
で
あ
る
自
治
会
集
会

施
設
整
備
事
業
補
助
が
継
続
さ

れ
、
今
後
の
補
助
金
交
付
も
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価

す
る
。さ
ら
に
、安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
内

十
六
カ
所
に
防
犯
組
合
支
部
を

組
織
し
、
市
内
全
域
で
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
防
犯
活

動
の
拠
点
と
し
て
市
営
交
番 

「
ま
め
ば
ん
」を
設
置
し
、
青
色

回
転
灯
搭
載
車
両
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
評
価
す
る
。

　

民
生
費
で
は
、
住
宅
困
窮
者

民
間
賃
貸
住
宅
居
住
支
援
事
業

で
ひ
と
り
親
家
庭
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
女
性
、
高
齢
者
世
帯
及
び

障
害
者
世
帯
に
民
間
賃
貸
住
宅

へ
の
入
居
及
び
居
住
の
継
続
を

支
援
し
て
い
る
。ま
た
、み
ず
き

学
童
保
育
所
を
移
転
新
築
し
、

入
所
児
童
の
過
密
化
を
解
消
し

て
い
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
ご
み
の
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
市
内
十
二
カ

所
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
接
続
し
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
二
十
四
時
間

監
視
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
江
川

地
区
の
自
然
環
境
保
護
対
策
基

本
計
画
を
踏
ま
え
、
自
然
と
共

生
す
る
農
業
を
実
践
す
る
農
業

生
産
法
人
設
立
の
た
め
出
資
し

て
い
る
。農
道
整
備
で
は
、今
上

地
先
の
幹
線
農
道
舗
装
整
備
に

よ
り
環
境
改
善
が
図
ら
れ
て
い

る
。

　

土
木
費
で
は
、
合
併
特
例
債

を
生
か
し
、
江
戸
川
左
岸
連
絡

道
路
、
市
道
九
三
四
一
七
号
線

で
あ
る
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
前
道

審査風景

路
、
船
形
吉
春
線
を
初
め
と
す

る
生
活
道
路
等
整
備
事
業
を
着

実
に
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、合

併
関
連
事
業
と
し
て
梅
郷
駅
及

び
清
水
公
園
駅
東
口
開
設
事

業
、
七
光
台
駅
東
西
連
絡
通
路

整
備
事
業
を
初
め
、
都
市
計
画

道
路
次
木
古
布
内
線
整
備
事

業
、
川
間
駅
北
口
歩
道
整
備
事

業
は
市
民
生
活
に
有
効
な
事
業

で
あ
り
評
価
す
る
。

　

教
育
費
で
は
、
中
学
校
の
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
な
ど
の
教

育
環
境
整
備
事
業
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
教
育
シ
ス

テ
ム
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、継
続
費
と

し
て
、
南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広

場
整
備
事
業
、
関
宿
あ
お
ぞ
ら

広
場
の
整
備
を
行
い
利
用
者
の

利
便
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
た
適

切
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
国

民
健
康
保
険
、下
水
道
事
業
、老

人
保
健
、
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
は
、
不
納
欠
損
額
や
収
入

未
済
額
が
多
く
、
引
き
続
き
収

納
率
向
上
に
一
層
の
努
力
を
要

望
し
賛
成
す
る
。

■
水
道
事
業
会
計

　

安
定
し
た
水
道
事
業
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　　　　　平成１８年度各会計決算の状況　　（千円）

歳出決算額歳入決算額区　　　　分

４２,７８６,３１２４４,０９２,１０７一 般 会 計

１４,３１２,０４４１４,４４１,８８６国 民 健 康 保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

３,７２８,４７２３,７８７,４６０下 水 道 事 業

９,４０１,８１９９,４１２,１０３老 人 保 健

５０,７４０１１２,７１０用 地 取 得

５,２７０,５０４５,３０８,１４１介 護 保 険

４６５,９６８４６７,１００次 木 親 野 井 特 定
土 地 区 画 整 理 事 業

７６,０１５,８５９７７,６２１,５０７　 合　 　 　 　 計　
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